
25 ［略］ 25 ［略］
26 「【手数料の表示】」の欄は、工業所有権に関する手続等の特例に関する法律施行規則（平
成２年通商産業省令第41号。以下「特例法施行規則」という。）第40条第２項の規定により
見込額からの納付の申出を行うときは、「【予納台帳番号】」には予納台帳の番号を、「【納付金
額】」には見込額から納付に充てる手数料の額（「円」、「，」等を付さず、アラビア数字のみ
で表示すること。以下この様式において同じ。）を記載する。意匠法第67条第６項ただし書
の規定により、現金により手数料を納付する場合であつて、特例法施行規則第40条第４項
の規定により口座振替による納付の申出を行うときは、「（【予納台帳番号】）」を「【振替番
号】」とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」には納付すべき手数料の額を記載する。意匠


法第67条第６項ただし書の規定により、現金により手数料を納付する場合であつて、特例

法施行規則第40条第５項の規定により指定立替納付者による納付の申出を行うときは、

「（【予納台帳番号】）」を「【指定立替納付】」とし、「【納付金額】」には納付すべき手数料の額

を記載する。


26 「【手数料の表示】」の欄は、工業所有権に関する手続等の特例に関する法律施行規則（平
成２年通商産業省令第41号。以下「特例法施行規則」という。）第40条第２項の規定により
見込額からの納付の申出を行うときは、「【予納台帳番号】」には予納台帳の番号を、「【納付金
額】」には見込額から納付に充てる手数料の額（「円」、「，」等を付さず、アラビア数字のみ
で表示すること。以下この様式において同じ。）を記載する。意匠法第67条第６項ただし書
の規定により、現金により手数料を納付する場合であつて、特例法施行規則第40条第４項
の規定により口座振替による納付の申出を行うときは、「（【予納台帳番号】）」を「【振替番
号】」とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」には納付すべき手数料の額を記載する。



27・28 ［略］ 27・28 ［略］
29 第９条第１項の規定により、意匠を秘密にすることを請求する旨を願書に記載してその
旨等を記載した書面の提出を省略するときは、「【代理人】」の欄の次に「【秘密にすることを
請求する期間】」の欄を設け、秘密にすることを請求する期間を記載する。この場合におい
て、特例法施行規則第40条第２項の規定により見込額からの納付の申出を行うときは、「【手
数料の表示】」の欄の「【納付金額】」に見込額からの納付に充てる出願手数料と意匠を秘密に
することを請求する手数料の合算額を記載し、意匠法第67条第６項ただし書の規定により、
現金により手数料を納付する場合であつて、特例法施行規則第40条第４項の規定により口
座振替による納付の申出を行うときは、「【手数料の表示】」の欄の「【納付金額】」に納付すべ
き出願手数料と意匠を秘密にすることを請求する手数料の合算額を記載する。意匠法第67


条第６項ただし書の規定により、現金により手数料を納付する場合であつて、特例法施行

規則第40条第５項の規定により指定立替納付者による納付の申出を行うときは、「【手数料

の表示】」の欄の「【納付金額】」に納付すべき出願手数料と意匠を秘密にすることを請求する

手数料の合算額を記載する。


意匠法第67条第６項ただし書の規定により、現金により手数
料を納付したときは、出願手数料と意匠を秘密にすることを請求する手数料は、一の納付
書又は納付番号を使用して納付しなければならない。

29 第９条第１項の規定により、意匠を秘密にすることを請求する旨を願書に記載してその
旨等を記載した書面の提出を省略するときは、「【代理人】」の欄の次に「【秘密にすることを
請求する期間】」の欄を設け、秘密にすることを請求する期間を記載する。この場合におい
て、特例法施行規則第40条第２項の規定により見込額からの納付の申出を行うときは、「【手
数料の表示】」の欄の「【納付金額】」に見込額からの納付に充てる出願手数料と意匠を秘密に
することを請求する手数料の合算額を記載し、意匠法第67条第６項ただし書の規定により、
現金により手数料を納付する場合であつて、特例法施行規則第40条第４項の規定により口
座振替による納付の申出を行うときは、「【手数料の表示】」の欄の「【納付金額】」に納付すべ
き出願手数料と意匠を秘密にすることを請求する手数料の合算額を記載する。


意匠法第67

条第６項ただし書の規定により、現金により手数料を納付したときは、出願手数料と意匠
を秘密にすることを請求する手数料は、一の納付書又は納付番号を使用して納付しなけれ
ばならない。

30・31 ［略］ 30・31 ［略］
32 第19条第３項において準用する特許法施行規則第27条の４第３項の規定により、パリ条
約による優先権又はパリ条約の例による優先権を主張しようとする旨等を願書に記載して
その旨等を記載した書面の提出を省略するときは、「【代理人】」（備考29に該当する場合にあ
つては、「【秘密にすることを請求する期間】」）の欄の次に「【パリ条約による優先権等の主
張】」の欄を設け、その欄に「【国・地域名


】」及び「【出願日】」を設けて、国・地域名


及び出願

日を記載する。これらの優先権の主張の基礎とされた出願の番号を記載するときは、「【出
願日】」の次に「【出願番号】」の欄を設けて、その番号を記載する。また、２以上の優先権を
主張しようとするときは、次のように欄を繰り返し設けて記載する。

32 第19条第３項において準用する特許法施行規則第27条の４第３項の規定により、パリ条
約による優先権又はパリ条約の例による優先権を主張しようとする旨等を願書に記載して
その旨等を記載した書面の提出を省略するときは、「【代理人】」（備考29に該当する場合にあ
つては、「【秘密にすることを請求する期間】」）の欄の次に「【パリ条約による優先権等の主
張】」の欄を設け、その欄に「【国名


】」及び「【出願日】」を設けて、国名


及び出願日を記載する。

これらの優先権の主張の基礎とされた出願の番号を記載するときは、「【出願日】」の次に
「【出願番号】」の欄を設けて、その番号を記載する。また、２以上の優先権を主張しよう
とするときは、次のように欄を繰り返し設けて記載する。

【パリ条約による優先権等の主張】 【パリ条約による優先権等の主張】
【国・地域名


】 【国名

】

【出願日】 【出願日】
【出願番号】 【出願番号】

平
成


年

月


日
火
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報



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